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９）盛南地域 
 

盛南地域の平成 12 年度に実施した市民アンケート調査などをもとにした地域別構

想策定において整理した内容を基本とし、今回、新たに、地域の最新のデータによ

る現状把握や町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリングなどを行い、そ

の結果を踏まえて、地域別構想を見直しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）人口・世帯数 

盛南地域は、人口、世帯数ともに平成 22年以降に大幅に増加しています。 

 

            人口・世帯数の推移 資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）年齢階層別人口割合 

盛南地域は、市全体に比べて０～14 歳人口の比率は高く、65 歳以上人口の

比率は低い、若い年齢構成となっています。 

また、0～14 歳人口の割合が高い地域となっており、平成 27 年には 2.5 ポイ

ント増加しています。 

 

 年齢階層の推移 資料：国勢調査 
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第６章 地域別構想 ９）盛南地域 

ⅲ）人口の分布状況 

地域の東側などに 100 人/ha 以上の人口が集積しているエリアがみられ、近

年開発されたエリアは将来的に人口の増加が見込まれます。 

65歳以上人口割合が 30％以上の範囲が周辺地域に分布しています。 

 

100ｍメッシュ総人口分布図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口増減予測図（平成 27年～令和 22年） 

資料：平成 27年国勢調査結果、国土技術政策総合研究所「将来予測・世帯予測ツール」より作成 
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    100ｍメッシュ 0～14歳人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 100ｍメッシュ 65歳以上人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 
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第６章 地域別構想 ９）盛南地域 

 ⅳ）土地利用の状況 

盛南地域の土地利用は、約 56％が都市的土地利用、約 44％が自然的土地利用

となっています。 

都市的土地利用は、住宅用地が最も多く、次いで、交通施設用地、商業用

地、公益施設用地が多くなっています。盛南地域の整備が進みつつある区域

は、計画的な土地利用が図られているため、交通施設用地の割合が高くなって

います。 

一方、周辺部では自然的土地利用、中でも農地が多くなっています。 

    

地域の土地利用構成と全地域との比較 資料：平成 27年都市計画基礎調査 

（地域の土地利用の割合が 1％未満のものは、表記を割愛しました。） 

 

土地利用現況図 資料：平成 27年都市計画基礎調査 
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ⅴ）商業の状況 

地域内の事業所数、商品販売額とも増加傾向にあり、その対全市シェアも増

加傾向にあります。 

平成 26 年の地域内の事業所数の対全市シェアは約 11％、商品販売額の対全市

シェアは約 13％となっています。 

 

         産業関連指標と対全市シェア 資料：商業統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅵ）災害リスクの分布状況 

雫石川右岸沿いなどに洪水浸水想定区域が分布しており、東側のＪＲ東北本

線沿いには浸水深が 3.0ｍ～5.0ｍ未満となる範囲があります。 

土砂災害警戒区域等は分布していません。 

 

  洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等災害リスク図 資料：国土交通省、岩手県 
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第６章 地域別構想 ９）盛南地域 

②市民意見 

ⅰ）地域の良いところ 

平成 12 年度に策定した地域別構想（盛南地域）における、「地域の良いとこ

ろ」に関するアンケート調査の結果のまとめは、次のとおりとなっています。 

 

「自宅や住まいの地域から見える山並みや川などのながめ」、「住宅地などの

閑静なたたずまい」が高く評価されています。これらは、岩手山などの眺望、

雫石川の河川景観、田や屋敷林の田園風景などと考えられます。 

また、「住宅地などの閑静なたたずまい」は、全市の評価と比べても高い割

合を示しており、区画整理の行われた区域の街並みが評価されていると考えら

れます。 

 
 地域の好きなところ（全市との比較） 
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ⅱ）地域の課題 

平成 12 年度に策定した地域別構想（盛南地域）における「地域の課題」に

関するアンケート調査の結果のまとめは、次のとおりとなっています。 

 

「バスなどの公共交通機関の便が悪い」がとくに高くなっています。このほ

か「少子・高齢化が進行している」、｢道路の整備状況が悪い｣などの項目もや

や高く、「商工業の振興が図られていない」、「緑や公園が少ない」などの項目

は、全市の平均と比べてやや高くなっています。 

これらは、開発における道路・公園等の都市基盤の整備や、それに伴う日常

生活の利便性、地域の振興などが進まないことへの意見として挙げられたとも

考えられます。 

   

          地域の課題（全市との比較） 
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第６章 地域別構想 ９）盛南地域 

ⅲ）中学生アンケートにおける意見   

今回の地域別構想（盛南地域）の見直しにあたり、約 20年後のまちづくりを

担う世代である盛南地域の市立中学校２学年の生徒を対象としたアンケート調

査を実施しました。 

地域を良くするために優先すべき事項を選択する設問での回答の結果は下記

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（盛南地域の 285 人による複数回答を集計） 

 

「会社やお店を増やす」、「騒音やゴミなどをもっと少なくする」、「お店や公

共施設との行き来をもっと便利にする」、「緑や水辺空間をもっと多くする」と

いう意見が多くありました。また、地域を良くする方法や必要な施設を自由記

載する設問での回答では、商業施設の出店に関する意見（新たな商業施設の立

地など）、公共施設の整備に関する意見（新たな施設の整備など）、道路整備に

関する意見（舗装等の修繕、道路の拡幅など）が多くありました。 

 

 

 

0 20 40 60 80 100 120

１．お店や公共施設（図書館や公民館など）への

行き来をもっと便利にする

２．騒音や公害，ゴミなどをもっと少なくする

３．緑や水辺空間をもっと多くする

４．静かで清潔に住めるようにする

５．近くに働く場を多くする

６．住んでいる人たちの交流をもっと盛んにする

７．歴史や伝統的な施設・行事を維持する

８．子供が多く住めるようにする

９．お年寄りも安心して暮らせるようにする

10．会社やお店をもっと多く立ち並ぶようにする

11．周辺の山並みの景観をもっと良く見えるようにする

12．AIやドローン技術のような先進的技術を

もっと利用できるようにする

13．その他
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ⅳ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（１回目：資源・課題）   

今回の地域別構想（盛南地域）の見直しにあたり、地域の資源と課題につい

て、盛南地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリングを実施し

ました。〔28町内会・自治会のうち 17団体（61％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

【資源】 

●大型店舗が近くにあり生活に便利である。 

●閑静な佇まいと地域から見える山なみや川などのすばらしい景観。 

 

【課題】 

●少子化・高齢化が進行し、空き家も増えている。 

●町内会役員の若返りが困難である。 

●バスの便が悪い。 

●災害（水害）が発生した場合の避難場所が少ない。 

 

 

ⅴ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（２回目：まちづくり

の方向性と基本方針）   

今回の地域別構想（盛南地域）の見直しにあたり、まちづくりの方向性と基

本方針について、盛南地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリ

ングを実施しました。〔28町内会・自治会のうち 13団体（46％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

●盛南地域の資源の有効性を活かしつつ、課題に対処するという点において、

「新たな活力を生み出す新都心づくり」、「ゆとりある魅力的なまちづく

り」、「緑あふれる周辺環境と調和したうるおいのあるまちづくり」の３本柱

を基本方針とした考え方に大賛成である。 

●目標については「ゆとりとうるおい」のあるまちづくりは願ってもない目標

であり、ぜひインクルーシブな（誰一人その属性によって排除されることの

ない）まちづくりの実現に向けて取り組んでほしい。 

●市の構想として「多様で価値の高い副都心の創造」を目指して新しいまちづ

くりをすすめることは、従来から示されているものであり適切であると思

う。 

●今後のまちづくりにおいては、災害発生時の避難場所が少ないことについて

検討する必要がある。 
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第６章 地域別構想 ９）盛南地域 

          地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

平成 12 年７月に実施した市民アンケート調査などをもとに策定した地域別構

想（盛南地域）の「まちづくりの方向性」を基本とし、地域の最新データによ

る現状把握や内会・自治会を対象とした書面によるヒアリングの結果などを踏

まえて、次のとおり整理しました。 

 
 地域の将来像（全市との比較） 
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【「平成 12 年７月 市民アンケート調査」より】 
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第６章 地域別構想 ９）盛南地域 

（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『盛岡の新都市にふさわしいゆとりと 

うるおいのある魅力的なまち』 
  

②基本方針 

ⅰ）新たな活力を生み出す新都心づくり 

盛南地域は、土地区画整理事業などにより新たな市街地の整備を行っている

地域で、地域の中心部においては、中心市街地及び盛岡駅西口地区とともに盛

岡市の中心拠点として、それぞれの地域特性を活かした都市機能の分担を図

り、連続的な都心を形成し、また高次の都市機能集積を進めることで、盛岡市

の新たな活力を生み出す新都心を形成します。 

 

ⅱ）ゆとりある魅力的なまちづくり 

盛南地域は、都心機能に加えて、ゆとりとうるおいのある良好な住宅地を形

成しているほか、研究機関の立地を主とする交通の利便性を生かした工業地を

配置するなど、魅力的なまちづくりを進めています。地域内の計画的な土地利

用の実現のため、建築物の用途制限などにより、落ち着いた住宅地や主要幹線

道路沿道に利便性の高い商業業務地の形成を図るとともに、道路や公園などの

都市施設の整備を計画的に進め、職・住近接の魅力的な市街地の形成を図りま

す。 

 

ⅲ)緑あふれる周辺環境と調和したうるおいのあるまちづくり 

盛南地域から眺望できる岩手山や河川、田園風景などは、住民の高い評価を

得ており、盛岡南新都市地区や道明地区でも岩手山の眺望を意識した道路の整

備など地域と融合した計画としています。これらの周辺環境と新しく形成され

るまちなみをより調和させるため、地域からの岩手山の眺望の確保や道路沿い

の緑化修景を行うなど、ゆとりとうるおいのある美しいまちづくりを推進しま

す。 

防災面では、地域を流れる雫石川沿いやＪＲ東北本線側のエリアが、洪水浸

水想定区域に含まれています。これらの災害リスクについて、官民が情報を共

有しながら各種活動を通じて地域住民の防災意識の向上を図るとともに、避難

場所の確保や避難路の整備など、ソフト・ハード対策が一体となった災害リス

クの軽減に努めます。 
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          まちづくりの方針マップ 
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第６章 地域別構想 10）見前・永井地域 

10）見前・永井地域 
 

見前・永井地域の平成 13 年度の地域別構想策定において整理した内容を基本と

し、今回、新たに、地域の最新のデータによる現状把握や町内会・自治会等を対象

とした書面によるヒアリングなどを行い、その結果を踏まえて、地域別構想を見直

しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）人口・世帯数 

見前・永井地域の人口と世帯数はともに微増傾向にあります。 

 

 人口・世帯数の推移 資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）年齢階層別人口割合 

見前・永井地域は、高齢化の傾向にありますが、市全体に比べて年齢構成

は、やや若くなっています。 

また、0～14歳人口の割合が高い地域となっています。 

         

 年齢階層の推移 資料：国勢調査 
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ⅲ）人口の分布状況 

地域内の一部に 100人/ha以上の人口が集積しているエリアがみられます。 

津志田などに、将来的に人口の増加が見込まれるエリアがみられます。 

65歳以上人口割合が 30％以上の範囲は中央に分布しています。 

              100ｍメッシュ総人口分布図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口増減予測図（平成 27年～令和 22年） 

   資料：平成 27年国勢調査結果、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール」より作成 
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第６章 地域別構想 10）見前・永井地域 

 

100ｍメッシュ 0～14歳人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100ｍメッシュ 65歳以上人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 
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 ⅳ)土地利用の状況 

見前・永井地域の土地利用は、約 55％が都市的土地利用、約 45％が自然的

土地利用となっています。 

都市的土地利用は、住宅用地が最も多く、次いで、交通施設用地、商業用

地、公益施設用地が多くなっています。 

自然的土地利用は、農地が多くを占めています。 

 
 地域の土地利用構成と全地域との比較 資料：平成 27年都市計画基礎調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            （地域の土地利用の割合が 1％未満のものは、表記を割愛しました。） 

 
土地利用現況図 資料：平成 27年都市計画基礎調査 
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第６章 地域別構想 10）見前・永井地域 

ⅴ)商業の状況 

地域内の事業所数、商品販売額とも減少傾向にありますが、その対全市シェア

は、概ね維持されています。 

平成 26 年の地域内の事業所数の対全市シェアは約 11％、商品販売額の対全市

シェアは約 10％となっています。 
 

産業関連指標と対全市シェア 資料：商業統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ⅵ）災害リスクの分布状況 

北上川沿いに洪水浸水想定区域が広く分布しており、浸水深が 3.0ｍ～5.0ｍ

未満となる範囲が多くなっています。また、一部には浸水深が 5.0ｍ以上とな

る範囲もあります。 

土砂災害警戒区域等は分布していません。 

 

洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等災害リスク図 資料：国土交通省、岩手県 
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②市民意見 

ⅰ）地域の良いところ 

平成 13 年度に策定した地域別構想（見前・永井地域）における、「地域の良

いところ」に関するアンケート調査及びワークショップの結果のまとめは、次

のとおりとなっています。 
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第６章 地域別構想 10）見前・永井地域 

ⅱ）地域の課題となっているところ 

平成 13 年度に策定した地域別構想（見前・永井地域）における「地域の課

題」に関するアンケート調査及びワークショップの結果のまとめは、次のとお

りとなっています。 
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ⅲ）中学生アンケートにおける意見   

今回の地域別構想（見前・永井地域）の見直しにあたり、約 20年後のまちづ

くりを担う世代である見前・永井地域の市立中学校２学年の生徒を対象とした

アンケート調査を実施しました。 

地域を良くするために優先すべき事項を選択する設問での回答の結果は下記

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（見前・永井地域の 315 人による複数回答を集計） 

 

「会社やお店を増やす」、「お年寄りも安心して暮らせるようにする」、「お店

や公共施設との行き来をもっと便利にする」、「騒音やゴミなどをもっと少なく

する」という意見が多くありました。また、地域を良くする方法や必要な施設

を自由記載する設問での回答では、商業施設の出店に関する意見（新たな商業

施設の立地など）、道路整備に関する意見（舗装等の修繕、道路の拡幅、信号

機設置など）、公共施設の整備に関する意見（新たな施設の整備など）が多く

ありました。 

 

 

 

0 20 40 60 80 100 120 140 160

１．お店や公共施設（図書館や公民館など）への

行き来をもっと便利にする

２．騒音や公害，ゴミなどをもっと少なくする

３．緑や水辺空間をもっと多くする

４．静かで清潔に住めるようにする

５．近くに働く場を多くする

６．住んでいる人たちの交流をもっと盛んにする

７．歴史や伝統的な施設・行事を維持する

８．子供が多く住めるようにする

９．お年寄りも安心して暮らせるようにする

10．会社やお店をもっと多く立ち並ぶようにする

11．周辺の山並みの景観をもっと良く見えるようにする

12．AIやドローン技術のような先進的技術を

もっと利用できるようにする

13．その他
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第６章 地域別構想 10）見前・永井地域 

ⅳ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（１回目：資源・課題）    

今回の地域別構想（見前・永井地域）の見直しにあたり、地域の資源と課題

について、見前・永井地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリ

ングを実施しました。〔28町内会・自治会のうち 17団体（61％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

【資源】 

●都南中央公園、キャラホール、プール、図書館など社会インフラが整備され

ており快適である。 

●自然に恵まれた環境がよく、人と人の混み合いがなく、日常の生活用品等の

購入に困らないように店が点在し、住むには最高の地域である。 

●岩手山が眺められ山、川の自然環境に恵まれた心が癒せる地である。 

 

【課題】 

●岩手医科大の矢巾町移転で、地域の小学校の通学路の交通量が大幅に増え

た。 

●北上川や見前川の水害対策。 

●高齢化に伴う施設入所や死亡等で空き家が多くなっている。 

●盛岡南公園周辺の道路の整備が必要である。 

 

 

 

ⅴ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（２回目：まちづくり

の方向性と基本方針）   

今回の地域別構想（見前・永井地域）の見直しにあたり、まちづくりの方向

性と基本方針について、見前・永井地域の町内会・自治会等を対象とした書面

によるヒアリングを実施しました。〔28町内会・自治会のうち 17団体（61％）

から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

●高齢化の進展等に配慮した交通弱者が可能な限り長く自立して生活できる環

境の整備も重要なテーマであると思う。 

●交流の促進・活発化による地域コミュニケーションの向上。 

●既存地域の文化維持と新興地域の交流促進による充足感の持てる地域づく

り。 

●地域内の世代間交流と共助の促進による心の豊かさを持てる地域づくり。 

●都南地域のメイン道路である都市計画道路岩手飯岡駅三本柳線（岩手飯岡駅

～国道４号岩手飯岡駅入口交差点）の沿道の新たな賑わいの創出が必要。 

●国道４号東側、主要地方道上米内湯沢線北側の地域の道路環境の改善が必要

である。 
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          地域の資源・課題マップ 
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第６章 地域別構想 10）見前・永井地域 

（２）まちづくりの方向性 

平成 13 年度に策定した地域別構想（見前・永井地域）の「まちづくりの方向

性」を基本とし、地域の最新データによる現状把握や町内会・自治会を対象とし

た書面によるヒアリングの結果などを踏まえて、次のとおり整理しました。 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『静けさと活気、癒しと安らぎの中で 

  新しいコミュニティを形成していくまち』 
 

②基本方針 

ⅰ）地域の拠点、賑わいの中心整備による見前・永井地域の活気づくり 

見前・永井地域は、神社や福祉施設などの施設をはじめ、地域の玄関口とし

てのＪＲ岩手飯岡駅や幹線道路沿いの商業地のほか、盛岡南公園球技場やいわ

て盛岡ボールパーク（新野球場）などの施設を有する盛岡南公園も、地域のシ

ンボルや活気づくりの一つとなっています。このシンボル性を高め、地域の賑

わいの核となる拠点を形成するよう、ＪＲ岩手飯岡駅周辺の整備を進めるとと

もに、ＪＲ岩手飯岡駅東側幹線道路の沿道に都市機能の集積を図ります。 

さらに、見前・永井地域と中心市街地の結びつきを充実させるため、ＪＲ岩

手飯岡駅の利用促進や地域内のバス利便性の向上などを図ります。 

また、広域交通の利便が高い地域の特性を生かし、市の産業全般のさらなる

活性化と企業誘致を推進し、新たな雇用創出と地域の活性化を図るため、ＪＲ

貨物駅やインターチェンジ周辺である地域特性を活かした新たな物流拠点の整

備に取り組みます。 

 

ⅱ）静けさと安らぎにつつまれた住みよい環境づくり 

見前・永井地域は、地域内に田園風景もあり、周辺の山並みや豊富な緑な

ど、自然環境に恵まれています。また、神社などの歴史的な資産も多くあり、

癒しと安らぎのなかの快適な住宅地の形成に向けて、良好な既存コミュニティ

の継続に配慮した道路などの基盤整備を進めながら緑地の保全と創出、景観に

配慮したまちづくりを推進します。 

防災面では、地域東側を流れる北上川沿いが、洪水浸水想定区域に含まれて

います。これらの災害リスクについて、官民が情報を共有しながら各種活動を

通じて地域住民の防災意識の向上を図るとともに、避難場所の確保や避難路の

整備など、ソフト・ハード対策が一体となった災害リスクの軽減に努めます。 

 

ⅲ）活気と安らぎを支える新しいコミュニティづくり 

見前・永井地域は、旧都南村時代から脈々と培われてきた良好なコミュニテ

ィがあります。しかし、最近は、少子化・高齢化やアパートの建築により地域

のコミュニケーションが少なくなってきているという意見もあります。 

今はまだ比較的若い年齢構成の地域ですが、今後高齢化が進行することが予

想されます。誰もが安全で安心して活動できるよう施設の整備も進めながら、

地域の人々のふれあいと積極的な活動によるコミュニティの形成と、それに支

えられるまちづくりを推進します。 
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第６章 地域別構想 10）見前・永井地域 

          まちづくりの方針マップ 
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 11）乙部地域 
 

乙部地域の平成 15 年度の地域別構想策定において整理した内容を基本とし、今

回、新たに、地域の最新のデータによる現状把握や町内会・自治会等を対象とした

書面によるヒアリングなどを行い、その結果を踏まえて、地域別構想を見直しまし

た。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）人口・世帯数 

乙部地域の人口と世帯数は増加から減少傾向に転じています。 

                       

 人口・世帯数の推移 資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）年齢階層別人口割合 

乙部地域は、高齢化の傾向にあり、市全体に比べて、０～14 歳人口の割合は

やや低く、また 65歳以上人口の割合は高くなっています。 

 

           年齢階層の推移 資料：国勢調査 
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第６章 地域別構想 11）乙部地域 

 ⅲ）人口の分布状況 

地域の人口密度は全体的に低い状況にあり、将来的に多くのエリアにおいて

人口減少が見込まれます。 

65歳以上人口割合が 30％以上の範囲は全域に分布しています。 

 

100ｍメッシュ総人口分布図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               人口増減予測図（平成 27年～令和 22年） 

資料：平成 27年国勢調査結果、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール」より作成 
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100ｍメッシュ 0～14歳人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100ｍメッシュ 65歳以上人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 
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第６章 地域別構想 11）乙部地域 

ⅳ）土地利用の状況 

乙部地域の土地利用は、自然的土地利用が約 62％と、都市的土地利用の約

38％を大きく上まわっています。 

自然的土地利用においては、農地が最も多く、平坦地の田と丘陵地のリンゴ

などの果樹園の広がりが地域の特徴となっています。 

都市的土地利用については、住宅地と工業用地が大きな割合を占めていま

す。 
   地域の土地利用構成と全地域との比較 資料：平成 27年都市計画基礎調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        （地域の土地利用の割合が 1％未満のものは、表記を割愛しました。） 
 

土地利用現況図 資料：平成 27年都市計画基礎調査 
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ⅴ）商業の状況 

地域内の事業所数、商品販売額とも減少傾向にあります。 

平成 26 年の地域内の事業所数の対全市シェアは 1.2％、商品販売額の対全市

シェアは 0.7％となっています。 

   

          産業関連指標と対全市シェア 資料：商業統計 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅵ）災害リスクの分布状況 

北上川沿いに洪水浸水想定区域が広く分布しており、浸水深が 3.0ｍ～5.0ｍ

未満の範囲が多くなっています。また、一部には浸水深が 5.0ｍ以上となる範

囲もあります。 

西側の丘陵地には、土砂災害危険箇所が分布しています。 

 

洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等災害リスク図 資料：国土交通省、岩手県 
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第６章 地域別構想 11）乙部地域 

②市民意見  

ⅰ）地域の良いところ 

平成 15 年度に策定した地域別構想（乙部地域）における、「地域の良いとこ

ろ」に関するアンケート調査及びワークショップの結果のまとめは、次のとお

りとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１班 
１班 

心地よい気候風土 

 

○自然が豊か，気候も温暖  

○景観が良い 

○史跡が多く，伝統芸能も盛ん 

○りんごがうまい 

○お年寄りが元気 

○人のつながりが強く人情に厚い 

おだやかで豊かな自然環境 

 

２班 ○過ごしやすい気候，空気がきれい 

○山々の眺めが良い 

○りんごがうまい 

○全体的に静かで良い環境 

○地域独自のさんさ踊りがある 

○元気な人が多い 

農業の恵みと豊かな緑，おだやかな気候に包まれた暮らしやすいまち 

人々の営みが培う地域の風土 

⚫雪や風が少なく天候がおだやか 

⚫冬は市内の他地域に比べ温暖である 

⚫空気がきれい（喘息も治った） 

⚫奥羽の山々の眺めが美しい（岩手山～焼石岳） 

⚫三山（南昌山，東根山，赤林山），朝島山 

⚫市街の夜景がきれいに見える 

⚫りんご園，りんごの花がきれい 

美しい眺め 

⚫立派な家が多く屋敷のみどりがきれい 

⚫396号の花壇がきれい 

 

⚫史跡がいっぱいある 

⚫伝統芸能が盛ん(それぞれの地域にさんさ踊り，

学校の課外授業による継承) 

⚫旧道の街並みが懐かしい感じ 

手入れが行き届いた環境 

地域に伝わる歴史文化 

農の恵み 

元気で仲の良い住民 

自然 

伝統 

⚫りんごがうまい 

⚫産直がある 

⚫農作業を自分でできる 

⚫人のつながり，地域の連帯が強い 

⚫人情が厚い 

⚫子供たちが素直 

⚫お年寄りが元気 

住民 

多くの生き物に出会える環境 

⚫ヘビ，タヌキ，カモシカ 

⚫沼の貝，タニシ，ドジョウ，沢ガニ 

農業 

⚫市街化区域，市街化

調整区域が設定さ

れ，土地利用が守ら

れた 

土地利用 
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ⅱ）地域の課題 

平成 15 年度に策定した地域別構想（乙部地域）における「地域の課題」に関

するアンケート調査及びワークショップの結果のまとめは、次のとおりとなっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１班 
１班 ○道路が危険（バイパスや通学路） 

○除雪が不十分 

○バス交通が不便 

○産廃流入の不安，他地域からのゴミ 

○大型店が閉鎖して買物が不便 

○新住民と旧住民との間の関係が難しい 

 

生活を便利にする環境が不足 

２班 ○公共施設や銀行，商店がない 

○バスが使いづらい 

○道路が危ない，住宅地の道路は狭い 

○農業地と住宅地が混在していることの問題 

○生活者のモラルが低い(ゴミ，犬のフン) 

○自治会編成が小さく活動が難しい 

 

地域コミュニティの育成と安全で暮らしやすい計画的なまちづくり 

 

道路や交通，冬の安全確保対策 

道路が危ない
 

地域コミュニティを深める 

道路と交通 

⚫公共施設が不足（学校，グラウンド，プール，公園） 

⚫銀行や歩いて買い物できる店がない，大型店が閉鎖 

⚫子供，老人がゆっくりできる施設がない 

⚫地域内のコミュニケーションが少ない 

⚫小さな町内会での活動が難しい 

⚫課外活動により，子供が放課後に制約される 

 

 

⚫396号の坂で事故が多く危険 

⚫通学路が狭くて危険 

⚫住宅地内の道路が狭い 

バスが不便
 

利便性 

農業と工業，住宅が混じり合う地域 

⚫家がどんどん建って環境が変わっていく 

⚫市街化調整区域が設定されて町が発展しない 

（工業立地の対策が必要） 

⚫農業からの臭い，騒音，煙が住環境にあわない 

⚫適切な産廃の管理 

 

地域社会 

⚫ゴミを持ち込まない 

⚫犬のフン害 

⚫青少年に有害な図書を販売する自販機 

地域内の対話不足
 

生活者のモラル
 

除雪体制が不十分
 

⚫除雪した雪を家の前に積み上げないでほしい 

⚫歩道の除雪が必要 

⚫バスのルートと本数が少ない 

⚫バスの最終が早い 

⚫市内までのバス料金が高い 

⚫矢巾方面へのバスが少ない 

バランスのとれた開発整備が必要 

都市計画 
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第６章 地域別構想 11）乙部地域 

ⅲ）中学生アンケートにおける意見   

今回の地域別構想（乙部地域）の見直しにあたり、約 20年後のまちづくりを

担う世代である乙部地域の市立中学校２学年の生徒を対象としたアンケート調

査を実施しました。 

地域を良くするために優先すべき事項を選択する設問での回答の結果は下記

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（乙部地域の 39 人による複数回答を集計） 

                                    

「会社やお店を増やす」、「お年寄りも安心して暮らせるようにする」、「お店

や公共施設との行き来をもっと便利にする」、「静かで清潔に住めるようにす

る」という意見が多くありました。また、地域を良くする方法や必要な施設を

自由記載する設問での回答では、商業施設の出店に関する意見（新たな商業施

設の立地など）、公園整備に関する意見（新たな公園の整備など）、道路整備に

関する意見（舗装の修繕、高齢者への対応など）が多くありました。   

 

 

 

 

0 5 10 15 20 25

１．お店や公共施設（図書館や公民館など）への

行き来をもっと便利にする

２．騒音や公害，ゴミなどをもっと少なくする

３．緑や水辺空間をもっと多くする

４．静かで清潔に住めるようにする

５．近くに働く場を多くする

６．住んでいる人たちの交流をもっと盛んにする

７．歴史や伝統的な施設・行事を維持する

８．子供が多く住めるようにする

９．お年寄りも安心して暮らせるようにする

10．会社やお店をもっと多く立ち並ぶようにする

11．周辺の山並みの景観をもっと良く見えるようにする

12．AIやドローン技術のような先進的技術を

もっと利用できるようにする

13．その他



 

266 

 

ⅳ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（１回目：資源・課題）   

今回の地域別構想（乙部地域）の見直しにあたり、地域の資源と課題につい

て、乙部地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリングを実施し

ました。〔18町内会・自治会のうち 10団体（56％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

【資源】 

●自然に恵まれ山並みがきれい。 

●乙部川をはじめ小さな川にも鮭が上り心豊かになる。 

●散策する場所が多い。 

●全体的に静かで落ち着いた環境である。 

●小学校、中学校と地域のつながりが深い。 

 

【課題】 

●高齢化により自治会の継続に課題がある。 

●空き家対策が必要。 

●公共交通の便が悪く、車がないと生活が不便。 

●公共施設、病院、商店が少ない。 

 

 

ⅴ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（２回目：まちづくり

の方向性と基本方針）   

今回の地域別構想（乙部地域）の見直しにあたり、まちづくりの方向性と基

本方針について、乙部地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリ

ングを実施しました。〔18町内会・自治会のうち７団体（39％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

●農業者（旧住民）と新住民の相互理解のためのコミュニティづくり。 

●まちづくりの方向性は、現在の地域別構想に書かれていることを進めれば良

いと思う。その中でも、まずは身近なバスの利便性向上だと思う。 

●自然災害で生活環境が大きく変わる。増やすのではなく現在をしっかりとし

たものにしてほしい。 

●地域として顕著な変化がみられないため、現在の地域別構想のままで結構で

はないか。 

●自然と農業、コミュニティだけでは活性化が難しいと思う。地域に核をつく

る必要性、共通認識、情報の周知が必要。 
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第６章 地域別構想 11）乙部地域 

          地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

平成 15 年度に策定した地域別構想（乙部地域）の「まちづくりの方向性」を

基本とし、地域の最新データによる現状把握や町内会・自治会を対象とした書

面によるヒアリングの結果などを踏まえて、次のとおり整理しました。 

 

 

  

農業の恵みと豊かな緑、おだやかな気

候に包まれた暮らしやすいまち 

 

地域のコミュニティをもとにした 

計画的なまちづくり 

 

現状特性 課 題 

現状と課題 

まちづくりの方向性 

身近なバス 

☆ バスをもっといい足に 

・バス利用の負担軽減の工夫 
・鉄道との乗継ぎを便利に 

ネットワーク 

コミュニティ

みんなの心 

快適な環境 

ふるさとの自然

さ 

☆ 地域を巡るネットワークづくり 

・史跡を訪ねるウォーキングコース、鬼ヶ瀬の登山道 
・農業の恵みと豊かな緑を活かしたネットワーク 

 
☆ 快適に暮らすことができる環境整備 

・道路に植栽し、自分たちの家の前にプランターを置く 
・道路環境の充実と通学路の安全確保 
・下水道の整備 
・市街地の充実と利便性の向上 

☆ 地域の住民みんなの手でコミュニティづくり 

・少子化・高齢化への対応 

・健康祭り、スポーツ大会、りんご祭りなどで地域を盛り上げよう 
・自治組織を統合して住民活動を活発化する 
・地域の核となる交流施設の整備 
・手代森、黒川、大ヶ生とも連携して地域づくり 
・農業者と地域居住者の相互理解 

☆ 自然災害に対応したまちづくり 
・災害リスクについての情報共有 
・地域住民の防災意識の向上 
・ソフト・ハード対策が一体となった災害リスクの軽減 

 

☆ みんなで育む懐かしいふるさとの自然 

・蛍の里、蛍が飛び交う河川改修、蛍の観察会 
・北上川にもっと野鳥を呼べる樹木の植樹 
・地域からの美しい眺めを守る 
・農業の惠みを受けることができる環境を守る 

自然と生活の豊かさの調和がとれたやすらぎの郷 

心地よい気候風土 

 

おだやかで豊かな自然環境 

 

人々の営みが培う地域の風土 

美しい眺め 

手入れが行き届いた環境 

地域に伝わる歴史文化 

農の恵み 

元気で仲の良い住民 

自然 

伝統 

住民 

多くの生き物に出会える環境 

農業 

土地規制の効果 

生活を便利にする環境が不足 

道路の安全確保や公共交通の利便性の向上が必要 

 道路が危ない
 

地域コミュニティの醸成と災害への対応が必要 

道路と交通 

バスが不便
 

利便性 

地域内の対話不足
 

モラル
 

除雪体制が不十分
 

農業と工業、住宅が混じり合う地域 

バランスのとれた開発整備が必要 
都市計画 

地域社会 
少子化・高齢化

 
災害のリスク
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第６章 地域別構想 11）乙部地域 

（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『自然と生活の豊かさが 

     調和したやすらぎの郷』 
  

②基本方針 

ⅰ）自然環境と利便性が調和したまちづくり 

乙部地域は、気候に恵まれ、おいしい空気と美しい景観に包まれた住み心地

のよい地域ですが、日常生活の面では、バスや買い物の利便性の向上や道路環

境の充実が課題となっています。 

より豊かな生活環境をつくるため、日常生活を支える道路整備など公共施設

の充実を図るとともに、バス運行の工夫などにより、誰もが活用できるよう利

便性の向上を図ります。 

また、懐かしいふるさとの自然が息づくやすらぎのある郷を目指し、蛍をは

じめ、様々な生物が育つ環境を守り続けていくとともに、北上川、周辺の

山々、田園風景、りんご園などの自然環境と調和したまちづくりを推進しま

す。 

 

ⅱ）周辺地域の核となるまちづくり 

乙部地域は、手代森、黒川及び大ヶ生などの周辺地域の中心的な役割を担っ

ています。これからも、各地域との交流連携を深めるとともに、既存の施設を

活用しながら、地域コミュニティの核としてのまちづくりを推進します。 

また、周辺地域を含めて、郷土の歴史資源や自然環境を再発見する活動を行

いながら、これらの資源を活かした地域めぐりのルートを形成するなど、活力

のあるまちづくりを推進します。 

 

ⅲ）コミュニティを育て安心して暮らせるまちづくり 

乙部地域は、長く続いてきた農村地域に都市化による新たな住宅地などが形

成されてきた地域ですが、少子化・高齢化の進行や空き家の増加などの問題が

顕在化しています。 

農業地帯の生産環境を保全しながら、商工業や住宅地としての利用を計画的

に進め、調和のとれた土地利用を図ります。また、地域を代表するりんごを中

心とした祭りや自治活動を活発に行うなどして、住民のふれあい交流を深め、

コミュニティの醸成を図ります。 

さらに、今後の社会情勢などの変化に対応した施設整備やまちづくりなどに

より、誰もが安心して暮らせる住環境づくりを推進します。 

防災面では、地域西側を流れる北上川沿いが、洪水浸水想定区域に、また、

丘陵地の一部が土砂災害警戒区域などに含まれています。これらの災害リスク

について、官民が情報を共有しながら各種活動を通じて地域住民の防災意識の

向上を図るとともに、避難場所の確保や避難路の整備など、ソフト・ハード対

策が一体となった災害リスクの軽減に努めます。 
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 まちづくりの方針マップ 
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第６章 地域別構想 12）飯岡・湯沢地域 

12)飯岡・湯沢地域 
 

飯岡・湯沢地域の平成 14 年度の地域別構想策定において整理した内容を基本と

し、今回、新たに、地域の最新のデータによる現状把握や町内会・自治会等を対象

とした書面によるヒアリングなどを行い、その結果を踏まえて、地域別構想を見直

しました。 

 

（１）地域の現況 

①地域データ 

ⅰ）人口・世帯数 

飯岡・湯沢地域の人口は減少傾向、世帯数は微減傾向にあります。 

 

           人口・世帯数の推移 資料：国勢調査 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）年齢階層別人口割合 

飯岡・湯沢地域は、少子化・高齢化の傾向にあり、市全体に比べても 65歳以

上の割合が多くなっています。 

 

年齢階層の推移 資料：国勢調査 
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ⅲ）人口の分布状況 

湯沢団地など 80人/ha以上の人口が集積しているエリアがみられますが、地

域全域について、将来的に人口の減少が見込まれます。 

65歳以上人口割合が 30％以上の範囲は湯沢団地北側に分布しています。 

       100ｍメッシュ総人口分布図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         人口増減予測図（平成 27年～令和 22年） 

資料：平成 27年国勢調査結果、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール」より作成 

 

 

 



 

273 

 

第６章 地域別構想 12）飯岡・湯沢地域 

      

100ｍメッシュ 0～14歳人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                
100ｍメッシュ 65歳以上人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 
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ⅳ）土地利用の状況 

飯岡・湯沢地域の土地利用は、自然的土地利用が約 60％と、都市的土地利用

の約 40％を大きく上まわっています。 

都市的土地利用においては、盛岡南 ICなどがあることから交通施設用地が

最も多く、次いで、住宅用地、そして盛岡市中央卸売市場や岩手流通センター

などがあることから商業用地が多くなっています。 

自然的土地利用については農地が最も多く、平坦地には田が、西側の丘陵地

には果樹園などの畑が広がっています。 

 

地域の土地利用構成と全地域との比較 資料：平成 27年都市計画基礎調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

（地域の土地利用の割合が 1％未満のものは、表記を割愛しました。） 

 

                  土地利用現況図 資料：平成 27年都市計画基礎調査 
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第６章 地域別構想 12）飯岡・湯沢地域 

ⅴ）商業の状況 

地域内の事業所数は減少傾向にありますが、商品販売額は増加傾向にあり、

その対全市シェアも増加傾向にあります。 

平成 26年の地域内の事業所数の対全市シェアは約２％、商品販売額の対全市

シェアは約 17％となっています。 

 
 産業関連指標と対全市シェア 資料：商業統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅵ）災害リスクの分布状況 

地域の西側に土砂災害特別警戒区域や土砂災害警戒区域が分布しています。 

洪水浸水想定区域は分布していません。 

 

洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等災害リスク図 資料：国土交通省、岩手県 
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②市民意見 

ⅰ）地域の良いところ 

平成 14 年度に策定した地域別構想（飯岡・湯沢地域）における、「地域の良

いところ」に関するアンケート調査及びワークショップの結果のまとめは、次

のとおりとなっています。 

 

  

１班 
１班 ○周辺の農地や里山の緑のおかげで空気がよい 

○中央公園，桜の並木，公園通りがきれい 

○きちんと整備された住宅地で落ち着きがある 

○つどいの森や温泉が近くにある 

○昔ながらの農村景観，伝統が残っている 

○連帯感が強く隣近所の付き合いも深い 

○子どもたちがはっきりとあいさつをする 

２班 ○空気がうまい 

○春秋の公園の美しさ，散歩が楽しい 

○静かな住環境で小さな子供が安心して遊べる 

○休養ができリフレッシュできる 

○田園の風景，垣根，屋敷，林の景観が良い 

○近所つきあいが良い 

○町内会活動が活発 

自然に恵まれた地域の絆が強い住み心地のよいまち 

地域住民の強い絆 

⚫自治会 

⚫青年会，壮年会，婦人会，老人クラブ 

⚫各種サークル活動 

⚫三世代交流（茶話会） 

ふれあう 

地域を包む美しいみどり 

⚫空気がうまい 

⚫身近にキノコ，山菜が採れる 

⚫釣りができる 

⚫ホタルの里（三沢川） 
安らぐ 

自然の恵み 

⚫集落ごとの連帯感が強い 

⚫隣近所の付き合いも深い 

⚫小学生が朝夕にはっきりとあいさつ 

 

コミュニティ活動が活発 

住む人の心の通い合い 

なつかしさが感じられる風土 

伝える 

⚫縄文時代からの定住の地 

⚫湯沢森，雀神社 

地域の遺産 

⚫昔ながらの農村景観 

（垣根，屋敷，林） 

⚫産直の新鮮な野菜・花 

農村の良さ 

住み心地の良い生活環境 

⚫中央公園，公園通り 

⚫閑静な住環境 

⚫小さな子供が安心して遊べる 

⚫区画整理が良くできている 

住まう 

暮らしやすい住環境 

リフレッシュできる環境 

⚫散歩が楽しい 

⚫つどいの森や温泉が近くにある 

広域流通業務地 

はたらく 

⚫流通センター 

⚫盛岡南インター 

⚫新市場 

 

高い流通業務機能 
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第６章 地域別構想 12）飯岡・湯沢地域 

ⅱ）地域の課題 

平成 14 年度に策定した地域別構想（飯岡・湯沢地域）における「地域の課

題」に関するアンケート調査及びワークショップの結果のまとめは、次のとお

りとなっています。 

 

 

  

１班 
１班 ○道路が危険，除雪が遅い 

○バスが不便 

○川がコンクリートで固められ水に親しめない 

○生活利便施設が不足している 

○コミュニティ施設が必要 

○住民のマナーにも問題がある 

２班 

暮らしの利便性を高め，住民みんなで活気と連携のあるまちづくり 

道路や交通には不便で危険なところもある 

道路の危険箇所
 

暮らしのなかで不便が多い 

田園地域 

⚫金融機関，郵便局，医療機関，商店がない 

⚫公民館，集会施設がない 

⚫幼稚園，小学校がない 

⚫既存の施設でも活用が必要なものもある 

住宅団地 

良好な環境や景観が損なわれてきている 

○バスが不便 

○金融機関，郵便局，医療機関，商店がない 

○河川改修で自然が失われた 

○集会施設がない 

○グラウンドや空き地が活用されていない 

○農業と住環境との調和が難しい 

⚫トラックなどの車の騒音 

⚫人工的な構造物が地域の風景とあわない 

⚫河川改修でかつての自然が失われている 

⚫一方で，危険な水辺がある 

⚫農免道路に歩道がない 

⚫つどいの森へ行く十字路が危険 

⚫夜道が暗くて危険 

⚫流通センターと湯沢団地の間 

 （市街化調整区域の見直し，新しい道路の整備） 

⚫バスが不便 

⚫時間通りに来ない，料金が高い 

⚫中心部へのアクセスが不便 

 

交通の問題点
 

住民と地域の連携 

⚫違法駐車や車の騒音を出さないように 

⚫犬のフン，ゴミ出し，落書きなどにも注意 

住民のマナーの問題
 

地域コミュニティの維持
 

⚫人口が高齢化し，活気がなくなってきている 

⚫地域住民の交流が必要 

⚫隣接する矢巾町との連携が不十分 

 

 

流通業務地 

⚫坂道が多くて危ない，とくに冬季間 

⚫補修されていないところがある 

新たな都市整備
 

地域社会 
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ⅲ）中学生アンケートにおける意見   

今回の地域別構想（飯岡・湯沢地域）の見直しにあたり、約 20年後のまちづ

くりを担う世代である飯岡・湯沢地域の市立中学校２学年の生徒を対象とした

アンケート調査を実施しました。 

地域を良くするために優先すべき事項を選択する設問での回答の結果は下記

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（飯岡・湯沢地域の 23 人による複数回答を集計） 

 

「会社やお店を増やす」、「お店や公共施設との行き来をもっと便利にす

る」、「子どもが多く住めるようにする」、「お年寄りも安心して暮らせるように

する」という意見が多くありました。また、地域を良くする方法や必要な施設

を自由記載する設問での回答では、商業施設の出店に関する意見（新たな商業

施設の立地など）、遊び場に関する意見（遊び場の設置など）が多くありまし

た。 

 

 

0 2 4 6 8 10 12 14

１．お店や公共施設（図書館や公民館など）への

行き来をもっと便利にする

２．騒音や公害，ゴミなどをもっと少なくする

３．緑や水辺空間をもっと多くする

４．静かで清潔に住めるようにする

５．近くに働く場を多くする

６．住んでいる人たちの交流をもっと盛んにする

７．歴史や伝統的な施設・行事を維持する

８．子供が多く住めるようにする

９．お年寄りも安心して暮らせるようにする

10．会社やお店をもっと多く立ち並ぶようにする

11．周辺の山並みの景観をもっと良く見えるようにする

12．AIやドローン技術のような先進的技術を

もっと利用できるようにする

13．その他
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第６章 地域別構想 12）飯岡・湯沢地域 

ⅳ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（１回目：資源・課題） 

今回の地域別構想（飯岡・湯沢地域）の見直しにあたり、地域の資源と課題

について、飯岡・湯沢地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリ

ングを実施しました。〔６町内会・自治会のうち３団体（50％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

【資源】 

●自然と農村が点在しており暮らしやすい地域。 

●マイカー利用であれば、市中心部に出かけるのにちょうどよい。 

 

【課題】 

●一人世帯が増えている。 

●空き家が出てきている。 

●少子化・高齢化などにより、地域のつながりにつなぐ行事など地域住民との

付き合いが薄れてきている。 

●バスの便が悪く、マイカーがないと生活に不便である。 

 

 

ⅴ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（２回目：まちづくり

の方向性と基本方針）   

今回の地域別構想（飯岡・湯沢地域）の見直しにあたり、まちづくりの方向

性と基本方針について、飯岡・湯沢地域の町内会・自治会等を対象とした書面

によるヒアリングを実施しました。〔６町内会・自治会のうち 2 団体（33％）

から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

●農業との共存共栄。 

●農村の景観を生かし、住みよい環境をつくり健康なまちにする。 

●農業を中心とした安心・安全な地域社会をつくる。 

●道路の拡幅等、通勤・通学時に安心な道路の整備。 
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          地域の資源・課題マップ 
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第６章 地域別構想 12）飯岡・湯沢地域 

（２）まちづくりの方向性 

平成 14 年度に策定した地域別構想（飯岡・湯沢地域）の「まちづくりの方向

性」を基本とし、地域の最新データによる現状把握や町内会・自治会を対象とし

た書面によるヒアリングの結果などを踏まえて、次のとおり整理しました。 

 

 

 

 

自然に恵まれた地域の絆の強い 

住み心地のよいまち 

住み心地の良い生
活環境 

地域住民の強い絆 

伝える 

自然の恵み 

コミュニティ
活動が活発 

地域の遺産 

住む人の心の
通い合い 

暮らしやすい住環境 

リフレッシュでき
る環境 

農村の良さ 

現状特性 課 題 

現状と課題 

なつかしさが感
じられる風土 

安らぐ 

地域を包む美し
いみどり 

住まう ふれあう 

まちづくりの方向性 

 

広がる田園・交流の輪・活気ある流通業務、みんな元気で楽しく暮らせるまち 

利便性 

安心 

周辺との調和 

拠点 

連携 

☆ 住民の快適な暮らしを支える利便性の高いまちづくり 

・バスをもっと利用しやすくする 

・生活利便施設の立地をはたらきかける 

☆ 安心して暮らすことができるまちづくり 

 ・少子化・高齢化への対応 

・道路の危険箇所を解消する（冬でも安心できる道） 

・防犯灯の設置など、防犯活動を展開する 

☆ 自然災害に対応したまちづくり 

・災害リスクについての情報共有 

・地域住民の防災意識の向上 

・ソフト・ハード対策が一体となった災害リスクの軽減 

☆ 自然・農村の良さを生かし住環境との調和をはかる 

・豊かな自然や田園のなつかしい景観を守り育てる 

（屋敷林、蛍の里など） 

・農業や食糧を理解し大切にするための活動を広げる 

☆ 地域・住民の連携を図るコミュニティの核をつくる 

・小ホール、会議室、図書室、体育館、調理室のあるセンター施設 

・管理者、指導者がいて気軽に使える場にする 

☆ 住民みんなの参加で連携の地域活動を広げる 

・ふるさとに対する共通意識を育てる 

・地域間、世代間の交流活動を伸ばす（地域の遺産を生かすなど） 

・知り合い、支え合うことにより地域の枠を越えた連携 

暮らしの利便性を高め、住民みんな

で活気と連携のあるまちづくり 

道路の危険箇所
 

暮らしのなかで
不便が多い 

道路や交通には不便で
危険なところもある 

地域社会 

新たな都市整備 

交通の問題点
 

住民のマナーの問題 

地域コミュニティの維持 

田園地域 

広域流通業務機能 

住宅団地 

良好な環境や景観が
損なわれてきている 

流通業務地 

住民と地 

域の連携 少子化・高齢化 

災害のリスク 



 

282 

 

（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『広がる田園・交流の輪・活気ある流通業務 

みんな元気で楽しく暮らせるまち』 
 ②基本方針 

ⅰ）緑豊かな自然と田園地域の良さを生かしたまちづくり 

飯岡・湯沢地域は、南昌山へと連なる山々のすそ野に広がる田園地帯にあ

り、縄文の古くから人々が生活していた自然豊かな住みやすい環境を備えて

います。 

里山の緑は、四季折々の景観を織り成すとともに、山菜やきのこ採り、魚

釣りなどの自然の恵みによる楽しい生活を生み出し、また、水田やりんごな

どの果樹園が広がる風景は、懐かしさと安らぎをもたらしています。これら

の緑と田園地帯に守られるように、閑静な住宅地としての湯沢団地と広域的

な流通拠点機能を有する盛岡南インターチェンジ、盛岡市中央卸売市場、岩

手流通センターが立地しています。今後とも、このような豊かな自然と屋敷

林や蛍の里などの懐かしい環境を守り育てるほか、立地特性を生かした地域

の農業振興に資する土地利用を図るなど、田園地域としての良さを生かしな

がら、農業の維持や改善に寄与し、地域コミュニティの維持や活性化、流通

業務機能と調和したまちづくりを推進します。 

 

ⅱ）住民が安心して暮らせる便利で快適なまちづくり 

湯沢団地は、道路や公園、街路樹などが計画的に整備され閑静な住宅地と

なっていますが、少子化・高齢化の進行や空き家の増加などの問題が顕在化

しています。 

また、身近な店舗や通勤・通学でのバスの便、公園内の湯沢過水溜池など

のため池や道路の危険な箇所の解消など利便性や安全性の向上が求められて

いることから、道路の改修や防犯灯の設置などの実施とともに、公園の活用

方法なども考え、安心して暮らせるまちづくりを推進します。 

また、田園地域では、夜道の危険性のほか、河川改修に伴う自然の消失な

どが指摘されていることから、危険な箇所の解消に努めるとともに、田園風

景に調和した道路や河川の整備を進めます。 

バス交通は、地域と中心市街地を結ぶ交通手段として、あらゆる世代の利

用者の視点を踏まえながら利便性の向上に努めます。 

公共施設や医療福祉施設、日常の生活に密着したサービス施設について

は、施設への移動手段の確保が困難な高齢者の利用を考慮し、地域内の土地

利用や既存の建物の活用などを地域協働により検討していきます。 

防災面では、湯沢団地周辺に、土砂災害警戒区域などに含まるエリアが多

くあります。これらの災害リスクについて、官民が情報を共有しながら各種

活動を通じて地域住民の防災意識の向上を図るとともに、避難場所の確保や

避難路の整備など、ソフト・ハード対策が一体となった災害リスクの軽減に

努めます。 
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第６章 地域別構想 12）飯岡・湯沢地域 

ⅲ）連携と交流の輪を広げるみんなのまちづくり 

湯沢団地は、通勤や銀行の利用など岩手流通センターと日常的なつながりを

持っています。また、周辺の農家とは、産直による新鮮な農産物の提供や雀神

社のお祭りなどによる交流が図られていますが、さらなる交流の深化が求めら

れています。一方、団地内の住民間では茶話会などを通じ、高齢者と中学生の

交流が活発に行われています。これら地域内や世代間の連携を強めることによ

り、地域全体の活気と潤いのあるまちづくりを進め、子どもたちをはじめ地域

の誰もが、わが故郷に対する誇りと愛着を深めていくよう、さらに交流の輪を

広げていきます。 

また、湯沢団地と岩手流通センターの有機的な結びつきを強めるための交通

環境の充実などについて検討を進めていきます。 
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           まちづくりの方針マップ 
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第６章 地域別構想 13）つなぎ地域 

13)つなぎ地域 
 

つなぎ地域の平成 17 年度の地域別構想策定において整理した内容を基本とし、今

回、新たに、地域の最新のデータによる現状把握や町内会・自治会等を対象とした

書面によるヒアリングなどを行い、その結果を踏まえて、地域別構想を見直しまし

た。 

 

（１）地域の現状 

①地域データ 

ⅰ）人口・世帯数 

つなぎ地域の人口は概ね横ばい傾向、世帯数は減少傾向にあります。 

 

           人口・世帯数の推移 資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）年齢階層別人口割合 

つなぎ地域は、少子化・高齢化の傾向にあり、市全体に比べても 65歳以上の

割合が高くなっています。 

65歳以上人口が 48.8％と二人に一人が高齢者となっています。 

 

            年齢階層の推移 資料：国勢調査 
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ⅲ）人口の分布状況 

地域の人口は、温泉街に集中していますが、将来的には、地域全域で人口の

減少が見込まれます。 

65歳以上人口割合が 30％以上の範囲は全域に分布しています。 

   100ｍメッシュ総人口分布図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          人口増減予測図（平成 27年～令和 22年） 
資料：平成 27年国勢調査結果、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール」より作成 
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第６章 地域別構想 13）つなぎ地域 

      100ｍメッシュ 0～14歳人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   100ｍメッシュ 65歳以上人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 
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ⅳ）土地利用の状況 

つなぎ地域の土地利用は、自然的土地利用が約 77％を占め、その中で山林と

水面の割合が高くなっています。 

都市的土地利用においては、交通施設用地や住宅用地のほか、盛岡手づくり

村やつなぎ温泉があることから商業用地が比較的多くなっており、御所湖を取

り巻く自然環境の豊かさと、商業的な土地利用が地域の特色となっています。 

 

    地域の土地利用構成と全地域との比較 資料：平成 27年都市計画基礎調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

（地域の土地利用の割合が 1％未満のものは、表記を割愛しました。） 

 
  土地利用現況図 資料：平成 27年都市計画基礎調査 
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第６章 地域別構想 13）つなぎ地域 

ⅴ）商業の状況 

地域内の事業所数、商品販売額とも概ね横ばいとなっています。 

平成 26 年の地域内の事業所数の対全市シェアは 0.4％、商品販売額の対全市

シェアは 0.1％となっています。 

 
産業関連指標と対全市シェア 資料：商業統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅵ）災害リスクの分布状況 

地域の多くが山間の傾斜地であるため、温泉街周辺を含め、土砂災害特別警

戒区域、土砂災害警戒区域、土砂災害危険箇所が分布しています。 

 
   洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等災害リスク図 資料：国土交通省、岩手県 
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②市民意見 

ⅰ）地区の良いところ 

平成 17 年度に策定した地域別構想（つなぎ地域）における、「地域の良いと

ころ」に関するアンケート調査及びワークショップの結果のまとめは、次のと

おりとなっています。 
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第６章 地域別構想 13）つなぎ地域 

ⅱ）地区の課題   

平成 17年度に策定した地域別構想（つなぎ地域）における「地域の課題」に

関するアンケート調査及びワークショップの結果のまとめは、次のとおりとな

っています。 
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ⅲ）中学生アンケートにおける意見   

今回の地域別構想（つなぎ地域）の見直しにあたり、約 20年後のまちづくり

を担う世代であるつなぎ地域の市立中学校２学年の生徒を対象としたアンケー

ト調査を実施しました。 

地域を良くするために優先すべき事項を選択する設問での回答の結果は下記

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（つなぎ地域の 4 人による複数回答を集計） 

 

「静かで清潔に住めるようにする」、「歴史や伝統的な施設・行事を維持す

る」、「子どもが多く住めるようにする」、「お年寄りも安心して暮らせるように

する」という意見がありました。また、地域を良くする方法や必要な施設を自

由記載する設問での回答では、商業施設の出店に関する意見（新たな商業施設

の立地）意見がありました。 

 

 

 

0 1 2 3

１．お店や公共施設（図書館や公民館など）への

行き来をもっと便利にする

２．騒音や公害，ゴミなどをもっと少なくする

３．緑や水辺空間をもっと多くする

４．静かで清潔に住めるようにする

５．近くに働く場を多くする

６．住んでいる人たちの交流をもっと盛んにする

７．歴史や伝統的な施設・行事を維持する

８．子供が多く住めるようにする

９．お年寄りも安心して暮らせるようにする

10．会社やお店をもっと多く立ち並ぶようにする

11．周辺の山並みの景観をもっと良く見えるようにする

12．AIやドローン技術のような先進的技術を

もっと利用できるようにする

13．その他
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第６章 地域別構想 13）つなぎ地域 

ⅳ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（１回目：資源・課題） 

今回の地域別構想（つなぎ地域）の見直しにあたり、地域の資源と課題につ

いて、つなぎ地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリングを実

施しました。〔２町内会・自治会のうち１団体（50％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

【資源】 

●御所湖の景観が素晴らしい。 

 

  【課題】 

●幼稚園、中学校が地域からなくなり、小学校も今年度いっぱいでなくなるた

め、子どもたちの元気な声が聞かれなくなって寂しくなる。 

●つなぎ温泉に外国人客も来ていたが、今は閑散としている。 

●高齢者が多い。 

●盛岡手づくり村が寂れている。 

 

 

ⅴ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（２回目：まちづくり

の方向性と基本方針）   

今回の地域別構想（つなぎ地域）の見直しにあたり、まちづくりの方向性と

基本方針について、つなぎ地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒ

アリングを実施しました。〔２町内会・自治会のうち 1団体（50％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

●閉校する小学校の施設を地域の拠点として利用できれば良いと思う。 
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          地域の資源・課題マップ 
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第６章 地域別構想 13）つなぎ地域 

（２）まちづくりの方向性 

平成 17 年度に策定した地域構想（つなぎ地域）の「まちづくりの方向性」を

基本とし、地域の最新データによる現状把握や町内会・自治会を対象とした書面

によるヒアリングの結果などを踏まえて、次のとおり整理しました。 
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（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『湯・湖
みず

・花・みどり・スポーツ 

みんなで つ な ぐ 温
あった

かなまち』 
 

②基本方針 

ⅰ）温かい湯のまちの活性化 

つなぎ地域は、御所湖と周囲の山の豊かな緑に抱かれ、湖の波紋と四季折々

に美しい姿を見せる自然、そして湖畔に咲く花々が織り成す景観が、この地を

訪れる人々の旅情を誘う、とても大切な地域の宝物になっています。そして、

地域を代表するつなぎ温泉は、盛岡の奥座敷として長い歴史を誇り、その美し

い景観と相まって癒しの空間を醸し出しています。 

近年、様々な社会情勢の変化に起因する観光客の減少傾向や、地区住民の少

子化・高齢化の進行などにより、地域活力が低下していると言われています

が、本地域へのアクセス性を高め、小岩井農場や手づくり村などの周辺施設と

の連携を推進することにより、さらなる魅力的な観光地の形成を図るととも

に、豊かな自然環境の保全と積極的な活用による観光施設の整備を進め、地域

資源を活かした新たな特色づくりによる、地域が一体となった元気で魅力ある

温泉街の創出を目指します。 

 

ⅱ）みんなにやさしい温かいまち 

つなぎ地域は、史跡や各神社のお祭りなどの歴史と伝統があり、人々のつな

がりが強く、安全安心な住環境を育む地域コミュニティが息づいています。ま

た、御所湖を拠点としたスポーツの振興が盛んな地域でもあります。 

周囲を急峻な山々に囲まれ、坂道が多く歩道のない道路もあることから、危

険と感じる道路の解消や急傾斜地対策により、自然災害に強いまちづくりを推

進します。また、観光客や地域住民の高齢化を踏まえ、すべての人にやさし

く、ゆっくりと地域を歩いて楽しめるまちづくりを進め、ユニバーサルデザイ

ン化の推進に努めます。 

さらに、活力ある地域の創出を目指して、美味しい清水が湧き出る豊かな環

境のアピールや、次世代への歴史や伝統の継承、まちを彩る花いっぱい運動の

実施など、地域が一体となって行うまちづくり活動により、地域資源を活用し

た「癒しの地」のブランド形成を図り、地域全体が潤い、そしてこの地に住ま

うことの豊かさをすべての人が享受できるまちづくりを推進します。 

防災面では、地域の多くが山間の傾斜地であり、土砂災害警戒区域などに含

まれています。これらの災害リスクについて、官民が情報を共有しながら各種

活動を通じて地域住民の防災意識の向上を図るとともに、避難場所の確保や避

難路の整備など、ソフト・ハード対策が一体となった災害リスクの軽減に努め

ます。 
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第６章 地域別構想 13）つなぎ地域 

 まちづくりの方針マップ 
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14）渋民地域 
 

渋民地域の平成 18 年度の地域別構想策定において整理した内容を基本とし、今

回、新たに、地域の最新のデータによる現状把握や町内会・自治会等を対象とした

書面によるヒアリングなどを行い、その結果を踏まえて、地域別構想を見直しまし

た。 

 

（１）地域の現状 

①地域データ 

ⅰ）人口・世帯数 

渋民地域の人口と世帯数は近年、微増傾向にあります。 

 

  人口・世帯数の推移 資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）年齢階層別人口割合 

渋民地域は、少子化・高齢化の傾向にあり、市全体に比べ、65歳以上人口の

割合が高くなっています。 

また、0～14歳人口の割合が高い地域となっています。 

    

             年齢階層の推移 資料：国勢調査 
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第６章 地域別構想 14）渋民地域 

ⅲ）人口の分布状況 

地域内に 40人/ha以上の人口が集積しているエリアがみられますが、将来的

には地域全域で人口の減少が見込まれます。 

65歳以上人口割合が 30％以上の範囲は地域の南側に分布しています。 

 

 100ｍメッシュ総人口分布図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

人口増減予測図（平成 27年～令和 22年） 
   資料：平成 27年国勢調査結果、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール」より作成 
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      100ｍメッシュ 0～14歳人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      100ｍメッシュ 65歳以上人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 
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第６章 地域別構想 14）渋民地域 

ⅳ）土地利用の状況 

渋民地域の土地利用は、自然的土地利用が約 79％を占めています。 

自然的土地利用においては、山林と農地の割合が高くなっており、田や畑な

どの農地の広がりと、東部の山林が地域の特徴となっています。 

都市的土地利用においては、住宅用地と交通施設用地が多いほか、盛岡工業

団地などがあることから工業用地も多くなっており、豊かな田園が広がる中、

国道沿いの市街地を中心に、多様な土地利用が進んだ地域となっています。 

 
 地域の土地利用構成と全地域との比較 資料：平成 27年都市計画基礎調査 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

（地域の土地利用の割合が 1％未満のものは、表記を割愛しました。） 

 

         土地利用現況図 資料：平成 27年都市計画基礎調査 
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ⅴ）商業の状況 

地域内の事業所数、商品販売額とも増加傾向にあります。 

平成 26 年の地域内の事業所数の対全市シェアは 1.7％、商品販売額の対全市シ

ェアは 1.0％となっています。 

 

         産業関連指標と対全市シェア 資料：商業統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅵ）災害リスクの分布状況 

北上川、松川沿いに洪水浸水想定区域が広く分布しており、浸水深が 5.0ｍ

以上となる範囲もあります。 

松川、生出川沿いなどには、火山泥流が流れ下る危険性のある範囲も広く分

布しています。 

また、地域の東側には、土砂災害特別警戒区域や土砂災害警戒区域などが分

布しています。 

 
   洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等災害リスク図 資料：国土交通省、岩手県 
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第６章 地域別構想 14）渋民地域 

②市民の意見 

平成 18 年度に策定した地域別構想（渋民地域）における、「資産」及び「課

題」に関するワークショップの結果のまとめは、次のとおりとなっています。 

ⅰ）地域資産（魅力・宝） 

石川啄木の故郷として有名な渋民は、姫神山や北上川など美しい自然のも

と、啄木ゆかりの史跡や街道沿いに並ぶ寺社などの歴史的・文化的地域資産に

恵まれた、穏やかな人柄がにじむ平穏な地域であるといった意見が多く出され

ました。 
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ⅱ）地域の課題 

渋民は玉山の中心市街地として発達してきたまちですが、現在の地域におけ

る課題として、鉄道や道路といった交通施設、自然や建築物に対する景観対

策、地場産業と雇用の関係、地域資産と観光施策などに関する意見が出されま

した。 
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第６章 地域別構想 14）渋民地域 

ⅲ）中学生アンケートにおける意見   

今回の地域別構想（渋民地域）の見直しにあたり、約 20年後のまちづくりを

担う世代である渋民地域の市立中学校２学年の生徒を対象としたアンケート調

査を実施しました。 

地域を良くするために優先すべき事項を選択する設問での回答の結果は下記

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（渋民地域の 32 人による複数回答を集計） 

 

「会社やお店を増やす」、「お店や公共施設との行き来をもっと便利にす

る」、「先進的技術をもっと利用できるようにする」、「お年寄りも安心して暮ら

せるようにする」という意見が多くありました。また、地域を良くする方法や

必要な施設を自由記載する設問での回答では、商業施設の出店に関する意見

（新たな商業施設の立地など）、公共交通に関する意見（新駅の整備）、公園整

備に関する意見（新たな公園の整備など）が多くありました。 

 

 

 

0 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20

１．お店や公共施設（図書館や公民館など）への

行き来をもっと便利にする

２．騒音や公害，ゴミなどをもっと少なくする

３．緑や水辺空間をもっと多くする

４．静かで清潔に住めるようにする

５．近くに働く場を多くする

６．住んでいる人たちの交流をもっと盛んにする

７．歴史や伝統的な施設・行事を維持する

８．子供が多く住めるようにする

９．お年寄りも安心して暮らせるようにする

10．会社やお店をもっと多く立ち並ぶようにする

11．周辺の山並みの景観をもっと良く見えるようにする

12．AIやドローン技術のような先進的技術を

もっと利用できるようにする

13．その他
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ⅳ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（１回目：資源・課題） 

今回の地域別構想（渋民地域）の見直しにあたり、地域の資源と課題につい

て、渋民地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリングを実施し

ました。〔８町内会・自治会のうち５団体（63％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

【資源】 

●岩手山、北上川、姫神山の美しい山河の眺望。 

●啄木記念館、姫神ホール、運動公園等文教施設が整備されている。 

●大型商業施設の進出整備に伴い生活環境が充実している。 

   

  【課題】 

   ●地域の中心地に直結する新駅を設置し交通の利便性向上を図る必要がある。 

   ●観光施設を補完する歩道、広場、公園が少ない。 

   ●就労の場が少ない。 

    ●大型店の立地により小さな店がなくなり、渋民銀座が活性化されていない。 

 

 

ⅴ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（２回目：まちづくり

の方向性と基本方針）   

今回の地域別構想（渋民地域）の見直しにあたり、まちづくりの方向性と基

本方針について、渋民地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリ

ングを実施しました。〔８町内会・自治会のうち５団体（63％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

●現在の地域別構想の「まちづくりの方向性」の内容を今後も継続して良いと

思う。 

●新駅を早期整備するとともに啄木関連の施設や総合運動公園、姫神ホール等

の文化施設等と一体となった歩道、市道を整備することにより文化的なまち

と自然あふれる住環境を目指してほしい。 

●道の駅を中心としたまちづくりを考える。 

●啄木のふるさととしてのアピールに加えて自然と調和した景観も強くアピー

ル。 

●誰もが安心して暮らせる利便性の向上、若い人たちや高齢者が住みやすい全

国で一番住みやすいまちを目指してほしい。 

●防災力、防犯力を高め誰もが安全・安心に暮らせるまちづくり。 

●里山、川など身近な自然を保全活用し、自然と触れることのできる環境づく

り。 

●このまま現在の地域別構想の基本方針に沿って進めてほしい。 
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第６章 地域別構想 14）渋民地域 

地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

平成 18 年度に策定した地域別構想（渋民地域）の「まちづくりの方向性」を

基本とし、地域の最新データによる現状把握や町内会・自治会を対象とした書

面によるヒアリングの結果などを踏まえて、次のとおり整理しました。 
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第６章 地域別構想 14）渋民地域 

（３）まちづくりの目標と基本方針 

①目標 

『詩情あふれる自然と詩人・歌人のつどう啄木の故郷』 

 

②基本方針 

ⅰ）啄木の故郷として地域資産を活かした詩歌と観光のまちづくり 

石川啄木が“おもひでの山、おもひでの川”と詠い、心の拠りどころとした

ふるさとの風景が今も色濃く残る渋民地域は、北上川、生命の森、寺堤の史跡

など、訪れた人を詩の世界に誘い、啄木と心通わせることができる、大切な地

域の宝物が多く残っています。啄木のぬくもりを感じさせる資料を展示した石

川啄木記念館やゆかりの史跡、さらには豊かな自然や美しい景観といった地域

の資産をつなぐことにより、魅力ある観光地の形成を図るとともに、観光案内

板を始めとする観光施設の整備、地元住民を対象としたボランティア観光ガイ

ドの育成など、地域が一体となった魅力ある啄木の故郷の創出を目指します。 

また、国道４号渋民バイパスの沿道に「道の駅」の整備を進めるほか、ＩＧ

Ｒいわて銀河鉄道線への新駅設置に向けた調査等を進め、渋民地域の市街地と

各施設を有機的に結ぶ東西アクセスの軸となる道路を整備し、地域の利便性の

向上と観光拠点としての魅力向上を目指します。 

 

ⅱ）豊かな自然と地域の特性を活かした人々が集うまちづくり 

渋民地域は、四季折々の美しい景観を織り成す、雄大な岩手山と優美な姫神

山に抱かれ、山菜やきのこ採り、おいしい湧水と空気に育まれた農産物など豊

かな自然の恵みを満喫することのできる地域です。この自然と農産物を活かし

たグリーンツーリズムの展開や、地域の黒平豆やそばなど農産物を活用した特

産品開発による「渋民」の地域ブランドの育成や、道の駅や産直施設などを活

用した地産地消の推進による産業振興を図ります。様々な体験や交流を通じて

来訪者が「また渋民に来たい」、「将来住みたい」、「本当の故郷に帰ってきた」

と感じられる魅力あるまちづくりを推進します。 

また、渋民地域は工業集積地としての特性を活かした企業誘致による新たな

雇用の創出や、中心市街地への通勤圏としての立地条件を活かした勤労者世帯

の定住の促進を図るとともに、郷土の宝である風景を次世代に伝えるため、自

然や景観と調和したまちづくりを推進します。 
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ⅲ）誰にでも優しく、安心して暮らせるまちづくり 

渋民地域は、大型商業施設の進出や公共施設の整備などによる生活環境の充

実が進む地域である一方、少子化・高齢化の進行や既存の商業地の活力低下が

課題となっています。また、地域内の交通の利便性の向上や自然と触れ合う施

設、子どもがはばたく場としての公園などの整備が必要といった意見がありま

す。 

地域全体の活性化と、地域住民の生活の利便性向上のため、周辺の山並み眺

望などの景観に配慮しながら、地域の拠点にふさわしい商業地をはじめとした

都市機能の維持、再生を図るとともに、誰もが安心して暮らしやすい生活環境

をつくるため、道路をはじめとする公共施設の充実を図り、さらには田植え踊

りなどの伝統芸能の継承や、自治会活動などの世代間交流を通じた人々のふれ

あいにより、地域コミュニティの活性化を図り、お互いを支え合える結いのま

ちづくりを推進します。 

防災面では、地域を流れる北上川及び松川沿いが、洪水浸水想定区域に含ま

れ、また、広範囲にわたり岩手山の火山噴火による火山泥流が想定されるエリ

アがあります。さらに、地域の東側には、土砂災害警戒区域などに含まれてい

るエリアが多くあります。これらの災害リスクについて、官民が情報を共有し

ながら各種活動を通じて地域住民の防災意識の向上を図るとともに、避難場所

の確保や避難路の整備など、ソフト・ハード対策が一体となった災害リスクの

軽減に努めます。 
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第６章 地域別構想 14）渋民地域 

          まちづくりの方針マップ 
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15）好摩地域 
 

好摩地域の平成 18 年度の地域別構想策定において整理した内容を基本とし、今

回、新たに、地域の最新のデータによる現状把握や町内会・自治会等を対象とした

書面によるヒアリングなどを行い、その結果を踏まえて、地域別構想を見直しまし

た。 

 

（１）地域の現状 

①地域データ 

ⅰ）人口・世帯数 

好摩地域の人口は減少傾向、世帯数は増加傾向にあります。 

                       
人口・世帯数の推移 資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅱ）年齢階層別人口割合 

好摩地域の 0～14 歳人口の割合は全市とほぼ同じですが、65 歳以上人口の割

合は市全体に比べて高く、高齢化が進んでいる地域となっています。 

 

        年齢階層の推移 資料：国勢調査 
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第６章 地域別構想 15）好摩地域 

ⅲ）人口の分布状況 

地域内に 40 人/ha 以上の人口が集積しているエリアがみられますが、将来的

には、地域全域で人口の減少が見込まれます。 

65歳以上人口割合が 30％以上の範囲は地域の西側に分布しています。 

   100ｍメッシュ総人口分布図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          人口増減予測図（平成 27年～令和 22年） 
    資料：平成 27年国勢調査結果、国土技術政策総合研究所「将来人口・世帯予測ツール」より作成 
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    100ｍメッシュ 0～14歳人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100ｍメッシュ 65歳以上人口比率図 資料：平成 27年国勢調査結果 
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第６章 地域別構想 15）好摩地域 

ⅳ）土地利用の状況 

好摩地域の土地利用は、自然的土地利用が約 75％を占めています。 

自然的土地利用においては、農地と山林の割合が高くなっており、平坦地に

は農地、丘陵地には山林が広がっています。 

都市的土地利用においては、住宅用地が最も多く、次いで、交通施設用地、

工業用地が多くなっています。 

 

     地域の土地利用構成と全地域との比較 資料：平成 27年都市計画基礎調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           （地域の土地利用の割合が 1％未満のものは、表記を割愛しました。） 

 

土地利用現況図 資料：平成 27年都市計画基礎調査 
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ⅴ）商業の状況 

地域内の事業所数は横ばい、商品販売額は増加傾向にあります。 

平成 26 年の地域内の事業所数の対全市シェアは 1.0％、商品販売額の対全市

シェアは 0.5％となっています。 

 
産業関連指標と対全市シェア 資料：商業統計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅵ）災害リスクの分布状況 

北上川、松川沿いに洪水浸水想定区域が広く分布しており、浸水深が 5.0ｍ

以上となる範囲もあります。 

松川沿いには、これと重なるように、火山泥流が流れ下る危険性のある範囲

も広く分布しています。 

また、土砂災害特別警戒区域や土砂災害警戒区域などが分布しています。 

 
 洪水浸水想定区域、土砂災害警戒区域等災害リスク図 資料：国土交通省、岩手県 
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第６章 地域別構想 15）好摩地域 

②市民の意見 

平成 18 年度に策定した地域別構想（好摩地域）における、「資産」及び「課

題」に関するワークショップの結果のまとめは、次のとおりとなっています。 

ⅰ）地域資産（魅力・宝） 

かつての好摩ケ原に交通の結節点として発展してきた好摩の地域では、随所

に見られる古代の遺跡や歴史ある神社、神楽や奉納相撲など盛んな伝統芸能、

周辺の山並みや田園風景、郷土料理や地域特産品などが地域の宝として挙げら

れました。 
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ⅱ）地域の課題 

好摩は駅を中心として町並が形成されている文化意識の高い地域ですが、駅

周辺のインフラ整備改善と駅利用者の減少、少子高齢化とそれに対応する施策

不足、商店街の魅力減少及び購買力低下などが地域における課題として挙げら

れました。 
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第６章 地域別構想 15）好摩地域 

ⅲ）中学生アンケートにおける意見   

今回の地域別構想（好摩地域）の見直しにあたり、約 20年後のまちづくりを

担う世代である好摩地域の市立中学校２学年の生徒を対象としたアンケート調

査を実施しました。 

地域を良くするために優先すべき事項を選択する設問での回答の結果は下記

のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（好摩地域の 26 人による複数回答を集計） 

 

「会社やお店を増やす」、「子どもが多く住めるようにする」、「お店や公共施

設との行き来をもっと便利にする」、「近くに働く場を多くする」、「先進的技術

をもっと利用できるようにする」という意見が多くありました。また、地域を

良くする方法や必要な施設を自由記載する設問での回答では、商業施設の出店

に関する意見（新たな商業施設の立地など）、公園整備に関する意見（新たな

公園の整備など）が多くありました。 

 

 

 

0 2 4 6 8 10 12 14 16

１．お店や公共施設（図書館や公民館など）への

行き来をもっと便利にする

２．騒音や公害，ゴミなどをもっと少なくする

３．緑や水辺空間をもっと多くする

４．静かで清潔に住めるようにする

５．近くに働く場を多くする

６．住んでいる人たちの交流をもっと盛んにする

７．歴史や伝統的な施設・行事を維持する

８．子供が多く住めるようにする

９．お年寄りも安心して暮らせるようにする

10．会社やお店をもっと多く立ち並ぶようにする

11．周辺の山並みの景観をもっと良く見えるようにする

12．AIやドローン技術のような先進的技術を

もっと利用できるようにする

13．その他
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ⅳ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（１回目：資源・課題） 

今回の地域別構想（好摩地域）の見直しにあたり、地域の資源と課題につい

て、好摩地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリングを実施し

ました。〔８町内会・自治会のうち６団体（75％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

【資源】 

●自然の美しさは 10年経っても変わらない。岩手山、姫神山の眺望は美しい。 

●好摩駅の東西自由通路が整備され、東西の往来がスムーズになった。交流の

深まりが期待できる。 

 

【課題】 

●10年前と比べて商店はかなり減ってきている。 

●高齢化により転居、施設等への入所があり空き家が増えている。 

●高齢化世帯が多くなり、庭木の手入れが悪くなり、交差点などの視界が悪化

して事故が多くなっている。 

●地元の商店を利用しない住民が多くなっている。 

 

 

ⅴ）町内会・自治会等を対象とした書面ヒアリングにおける意見（２回目：まちづくり

の方向性と基本方針）   

今回の地域別構想（好摩地域）の見直しにあたり、まちづくりの方向性と基

本方針について、好摩地域の町内会・自治会等を対象とした書面によるヒアリ

ングを実施しました。〔８町内会・自治会のうち６団体（75％）から回答〕 

主な意見は次のとおりです。 

 

●現在の地域別構想の「まちづくりの方向性」はまったくその通りだと思う。 

●好摩駅と駅前商店街の活性化が必要。 

●現在の地域別構想のまちづくりの方向性とこれに基づく目標並びに基本方針

は、今までどおり継続すべきと思う。 
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第６章 地域別構想 15）好摩地域 

地域の資源・課題マップ 
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（２）まちづくりの方向性 

平成 18年度に策定した地域別構想（好摩地域）の「まちづくりの方向性」を基

本とし、地域の最新データによる現状把握や町内会・自治会を対象とした書面に

よるヒアリングの結果などを踏まえて、次のとおり整理しました。 
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第６章 地域別構想 15）好摩地域 

（３）まちづくりの目標と基本方針 

 ①目標 

『懐かしくも新しい独自の生活文化の薫るまち好摩』 
 

 ②基本方針 

ⅰ）好摩駅を中心とした商店街地区の利便性の向上と、 

地場産品の活用によるにぎわいあるまちづくり 

好摩地域は、旧国鉄時代から東北本線と花輪線が分岐する広い構内のある好

摩駅を擁する鉄道の要衝の地として栄えてきました。しかし時代とともにその

役割は小さくなり、かつては夜行列車や特急も停車していましたが、東北新幹

線の盛岡・八戸間の開業に伴いＩＧＲいわて銀河鉄道の管轄するローカルな駅

となっています。駅前には当時の面影を留めた旅館を始めとする商店街が軒を

連ねていましたが、乗降客の減少や近隣の大型商業施設の利用の増加など、生

活環境の変化により、店舗の数が減り賑わいも失われつつあります。 

しかし、一方では、駅舎と東西自由通路の整備により、駅周辺の利便性が向

上しており、交流の深まりなど、地域の活性化につながっていくことが期待さ

れます。 

周辺の優美な山並み眺望と調和の取れたまちなみを形成している好摩地域

は、これら良いところを保全しながら、黒平豆などの特産品を活用し、地域で

地元の商店街や鉄道を利用する気持ちを育てることにより、地域と駅・商店街

が一体となって人々が集い、活気溢れる賑わいの拠点としてのまちづくりを推

進します。 

 

ⅱ）地域資産を連携し、身近な自然や景観の保全による誇れるまちづくり 

好摩地域は、奈良平安時代から人々が暮らした跡が残る釜崎遺跡や、森崎稲

荷、駒形神社、巻堀神社などの歴史・文化資産、石川啄木に“霧深き好摩の原

の停車場の”と詠まれた好摩のまちと優美な姫神山が一望できる夜更森、懐か

しい面影を留めた建築物やまちなみなどの景観資産、さらには白鳥が飛来する

沼やホタルが生息する小川などの自然資産により、歴史と文化・伝統が息づ

く、美しい自然と景観に囲まれた住みやすい環境を備えています。これらの資

産をつなぎ合わせることにより、魅力ある好摩を発信して交流人口を呼び込む

と共に、地域の人々の大切な宝物として再認識を促します。神楽や奉納相撲な

どの伝統芸能や、美しい景観や豊かな自然を後世に継承するため、地域の宝物

である資産を保全し調和のとれた環境の整備などにより、住民自身が自らの地

域を誇れる魅力あるまちづくりを推進します。 
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ⅲ）世代間交流や結のコミュニティによる安心して暮らせるまちづくり 

好摩地域は、身近に鉄道駅や商店街、病院、介護施設のある便利で安心な地

域でありながら、奉納相撲など地域の祭礼や神楽・狐踊りなどの伝統芸能の継

承を通じた世代間交流や地域間交流が盛んで、地域で子どもを育てる環境や高

齢者を守る地域の連携が形成されており、生活の原点に触れられる地域です。 

好摩地域がさらに便利で安心して暮らせるまちになるように、少子化・高齢

化の進行や空き家の増加などの課題に対応しながら、都市基盤の整備の促進

や、医療機関、福祉施設の更なる充実を図り、より良い住環境を整えることで

地域の定住人口の維持に努めます。また、伝統芸能などにより培われてきた地

域の輪をさらに広げるため、地域の老若男女が集える伝統行事などの地域活動

を通じて、住民相互の助け合いによる信頼関係が保たれた、結いの精神による

コミュニティの形成を図ります。 

防災面では、地域を流れる北上川及び松川沿いに、洪水浸水想定区域や土砂

災害警戒区域などに含まれているエリアが多くあります。さらに、松川沿いに

は、岩手山の火山噴火による火山泥流が想定されるエリアがあります。これら

の災害リスクについて、官民が情報を共有しながら各種活動を通じて地域住民

の防災意識の向上を図るとともに、避難場所の確保や避難路の整備など、ソフ

ト・ハード対策が一体となった災害リスクの軽減に努めます。 
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第６章 地域別構想 15）好摩地域 

          まちづくりの方針マップ 
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